
手をのばせば つながる
鹿骨地域農の風景育成地区

はじめの１年



農の風景育成地区

■農の風景育成地区とは（東京都都市整備局WEBサイトより）
東京の農地は、食料生産の場だけでなく、潤いのある風景の形成や、災害時の避難空間としても役立つ貴重なオ
ープンスペースであり、多面的な機能を有しています。このため都は、減少しつつある農地をオープンスペースと し
て保全し、農のある風景を将来に引き継ぐ「農の風景育成地区制度」を平成23年に創設しました。
この制度では、農地や屋敷林などが比較的まとまって残る地区を指定し、散在する農地を一体の都市計画公園
等として計画決定するなど都市計画制度を積極的に活用することとしています。地域のまちづくりと連携しながら
農のある風景を保全、育成していきます。

■鹿骨地域農の風景育成地区とは（江戸川区WEBサイトより）
鹿骨の魅力である農と住環境が調和したまちなみを保全し将来へ継承するため、農家と地域住民
、行政が協力して、魅力の発信や農を守る機運の醸成、農家の支援などを行い、地域連携により
農の風景の保全に取組みます。
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取り組みを進めるために必要なこと

前年度から実施された「農の風景ワークショップ」でのアイデアを活かし、
取り組みを続けていくためには、将来的に

行政、地域住民に加え、地域運営組織が発足し、
各者の連携により取組が推進されることを目指す必要がある

と仮定して、取り組みを進めました。

住民

農の保全

江戸川区 地域運営組織

■進めていくこと

 取り組みのことを多くの方に知ってもらう
（イベント参加、PR、SNS、まちづくりニュース など）

 みんなのアイデアを具現化する（展開プログラム実施）
 地域の方との交流を深め、理解者を増やす
（農家さん、地域で活動したい方 など）

 地域で活動する組織
（参考になるテーマでの勉強会、視察 など）
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■連携イメージ



始めに取り組んだこと

まずは「鹿骨地域農の風景育成地区」の取り組み幅広くを知ってもらおうと、 盛況でした!江戸川区や鹿骨地域の大きなイベントに出展して、交流しつつPRしました

花の祭典
（5月3日・4日）

花壇コンクール
（ 5月17日・20日）

鹿骨区民館まつり
（5月21日）

農の風景地区のPR（展示等）
イベントの実施（ミニトマトすくい）

区内在住者と植物・小松菜の植え付け 農の風景地区のPR（展示等）
イベントの実施（ミニトマト計量）

ワークショップの実施（野菜スタンプを押したトートバッグ作り）
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次に取り組んだこと

鹿骨地域の方（関わりがある方）には取り組みを知ってもらうだけでなく、
一緒に取り組んでくれる方を募る、まちづくりに必要な情報などをお伝えするため、
参考となるテーマを決めて、勉強会や視察に行きました。

第１回勉強会
（６月12日）

第１回視察 第２回勉強会
（ ７月８日） （７月10日）

テーマ:都市農業
テーマ:
他の農の風景育成地区の取組 テーマ:情報発信の手法
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成果と課題、転機

イベントに出てミニトマトすくいなど出し物を行うと盛り上がるし、
多くの方にSNSで繋がるなどPRはできている
だけど、なかなかその後の関わりにはつながらない

勉強会や視察には意欲のある方が参加し満足してもらえている
だけど、なかなか人数が集まらず、話し合いが進まない
（厳しいご意見をいただくこともありました。。）

江戸川区と事務局で話し合いながら試行錯誤しましたが、
次のアクションに悩んでいたところ、

転機となるアイデアのご提案がありました!
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ししぼね寺マルシェ

うちのお寺で一緒にマルシェをやりませんか?
一声をきっかけに、みんなの力でマルシェを作り上げることができました

令和５年９月２日 ししぼね寺マルシェ開催
場所 真言宗豊山派 金霊山 圓勝院
主催 ししぼね寺マルシェ実行委員会
後援 江戸川区都市開発部都市計画課
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ししぼね寺マルシェ

推計 ５００人以上が参加!
マルシェ 10組
キッチンカー ４組
エコバッグ作りやヨガ、写経体験などの
ワークショップも実施
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イベント参加の継続

ししぼね寺マルシェ実施後は、リニューアルしたまちづくりニュースを製作しました。
またイベント、への参加を続けました。ポプラ祭りは地域からお声がけいただく事もできました。

まちづくりニュース製作
（８月～９月）

江戸川区民まつり
（ 10月８日）

鹿骨中学校 ポプラ祭
（10月22日）

デザインリニューアル
農の風景の方向性の整理
今年度の取り組みの整理

農の風景地区のPR（展示等）
イベントの実施（ミニトマトすくい）

農の風景地区のPR（展示等）
イベントの実施（ミニトマトすくい）
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まちづくりニュースvol.1（農の風景の方向性の整理）

まちづくりニュースには、鹿骨地域農の風景の目標および、
盛り上げ隊としてのまちづくりの進め方のイメージをイラストにしました。
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成果と課題、新たな転機

イベントはやっぱり盛り上がるし、ポプラ祭りお声がけいただくなど、
地域との関わりは少しずつできている
だけど、やっぱりその後の関わりをつなげることが非常に難しい

まちづくりニュースを作ることで、鹿骨地域農の風景地区の考えを
分かりやすく伝えるツールは出来た
だけど、活動する機会やフィールドを確保できず、新しく関わってくれる
方をなかなか増やせていない

江戸川区と事務局で話し合いながら
11月に勉強会を開催することを話していたところ、

また、新たな転機が２つありました!
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新たな転機① 鹿骨サーキュラーベース

鹿骨のまちづくり 一緒にやりませんか?
鹿骨サーキュラーベース

寺マルシェでも声をあげてくださった山田さん（圓勝院寺庭）が、
自分たちのまちづくりを自分たちで進めるために活動を開始されました農
の風景育成地区とも関わりながら、現在もみんなでアイデアを出し合い
ながら取り組みを進めていらっしゃいます
11月23日に開催した第３回勉強会の場において、
江戸川区より直接鹿骨地域のまちづくりについて講演いただいた後、 勉
強会に参加された皆さんの前で、企画の内容を発表いただきました。
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新たな転機② 鹿骨四丁目ひろば

活動できるフィールドができた
鹿骨四丁目ひろば

江戸川区の計らいにより、鹿骨地域の農地を活用したひろばにボラン
ティアとして登録し、活用ができることになりました。

11月23日に地域の皆さん、
特にこどもたちと一緒に植物を植えました ボランティア募集中です!
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イベント参加の継続

ししぼね寺マルシェ実施後は、リニューアルしたまちづくりニュースを製作しました。
またイベント、への参加を続けました。ポプラ祭りは地域からお声がけいただく事もできました。

まちづくりニュース製作
（２月～３月）

第２回視察
（２月10日）

小岩消防署お祭り
（３月２日）

鹿骨サーキュラーベース対談
鹿骨四丁目ひろばの取り組み紹介

鹿骨を彩るお花の紹介

テーマ:都市交流拠点保
田小学校／みんなみの里

農の風景地区のPR（展示等）
イベントの実施（ミニトマトすくい）
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まちづくりニュースvol.２

次のまちづくりニュースには、鹿骨四丁目ひろばの取り組み、鹿骨のお花の情報に加え、
地域で活動する方として、鹿骨サーキュラーベースの対談を掲載します。
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ここまでとこれから

ししぼね寺マルシェなど、皆さんとともに大きなイベント実施できました
鹿骨サーキュラーベースで皆さんが自主的な取組みを開始されました
どちらも思いがけない、とても大切で大きな出来事です

様々なイベントしたり、まちづくりニュースをリニューアルなど、
出来たことも色々とあります
一方、まだまだ地域の皆さんと交流し、関係を深めて、
理解者、仲間を増やすことは必要だと感じています

今年はまだ農の風景育成地区として
取り組みを開始して１年です

皆さんとともに地域が明るくなることを進めていければと思います
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